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5 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　4 月 25 日と 26 日の両日、上山高原で「春のエコフェスタ」が開催され、26 日には恒
例の「山焼き」が行われました。今年は 50 人が参加し、所々に雪が残っている中、枯草
に火を入れました。今年の秋も、黄金色に輝くススキ草原が楽しみです。
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町政のうごきから

広報しんおんせん（5月号）

H27（2015）.5.14

　

4
月
5
日
、
健
康
公
園
体
育
館
で

多
数
の
来
賓
や
西
岡
安
雄
団
長
以
下

４
５
５
名
の
団
員
が
出
席
し
、「
新

温
泉
町
消
防
団
出
初
式
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
功
績
の
あ
っ
た
団
員

や
そ
の
家
族
な
ど
へ
の
表
彰
伝
達
や

辞
令
交
付
、
閲
団
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
式
典
終
了
後
に
は
、
消
防

車
両
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

▼
問
合
せ　

町
民
課　

環
境
防
災
係

　

℡
82-

５
６
２
１

　平成27年度　新温泉町消防団出初式

主
な
表
彰
者
（
敬
称
略
）

◎
消
防
庁
長
官
表
彰　

　
【
永
年
勤
続
功
労
章
】

　

副
分
団
長　

大
久
保
賀
津
之

◎
兵
庫
県
知
事
表
彰　
　
　
　
　
　
　

　
【
功
労
章
】

　

分
団
長　

井
上
賢
治

　

分
団
長　

河
越
交
功

　
【
永
年
勤
続
功
労
章
】

　

副
団
長　

中
島　

武

　

分
団
長　

尾
崎
松
男

　

分
団
長　

楠　

貴
志

　

分
団
長　

道
盛
一
人

　

副
分
団
長　

原　

憲
一

　

副
分
団
長　

岩
本
憲
治

　

副
分
団
長　

河
越
大
作

◎
兵
庫
県
知
事
感
謝

　
【
家
族
の
賞
】（
勤
続
20
年
以
上
）

　

分
団
長　

松
村
千
春
・
る
み
子

　

分
団
長　

島
木
正
和
・
か
お
り

　

分
団
長　

村
尾
昭
人
・
恵
子

　

副
分
団
長　

陣
在
裕
司
・
恭
子

　

副
分
団
長　

下
雅
意
哲
也
・
昌
代

　

副
分
団
長　

松
本
竜
雄
・
祐
子

　

副
分
団
長　

西
村　

亨
・
美
千
江

　

副
分
団
長　

小
谷　

昇
・
く
み
子

　

副
分
団
長　

山
根
一
洋
・
美
紀

　

副
分
団
長　

野
田　

勝
・
美
和

　

副
分
団
長　

上
村
哲
司
・
留
美

　

部
長　

城
戸　

績
・
弘
美

　

部
長　

水
田
顕
作
・
さ
ゆ
り

　

部
長　

桶
本
安
弘
・
千
恵

　

部
長　

松
本
浩
志
・
千
晶

　

部
長　

山
本　

学
・
靖
子

　

班
長　

福
井
洋
一
・
美
由
紀

　

班
長　

西
澤　

護
・
真
澄

　

団
員　

松
葉　

茂
・
久
美
子

　

団
員　

三
島
秀
昭
・
惠
子

　

団
員　

贄
川　

清
・
恭
子

　

団
員　

西
村
充
徳
・
小
恵
子

◎
新
温
泉
町
長
表
彰（
勤
続
20
年
以
上
）

　

分
団
長　

坂
出
隆
史

　

副
分
団
長　

浅
田
紀
行

　

副
分
団
長　

西
村　

亨

　

副
分
団
長　

河
越　

悟

　

部
長　

高
木
知
宏

　

部
長　

中
村
幸
司

　

部
長　

島
田
邦
裕

　

班
長　

田
西
栄
一
郎

　

班
長　

吉
澤
俊
宏

　

班
長　

大
西
喜
志
実

　

班
長　

中
村
昌
史

　

班
長　

谷
口
清
久

　

班
長　

松
井
晴
秀

　

班
長　

森
田
忠
浩

　

団
員　

池
田
宜
広

　

団
員　

中
島
典
男

　

団
員　

中
村
隼
人

　

団
員　

大
麻
義
彦

　

団
員　

西
川　

毅

　

団
員　

三
谷
正
生

　

団
員　

山
村　

繁

表彰を受ける大久保副分団長



3

町政のうごきから

広報しんおんせん（5月号）

H27（2015）.5.14

◎
美
方
郡
広
域
事
務
組
合
消
防
長
表
彰

　
【
竿
頭
綬
】

　

浜
坂
第
２
分
団

　

浜
坂
第
13
分
団　

諸
寄
部

　

温
泉
第
３
分
団

　

温
泉
第
７
分
団

◎
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　
【
功
績
章
】

　

副
団
長　

前
谷　

斉

　
【
精
績
章
】

　

副
団
長　

村
尾
忠
司

　

分
団
長　

岡
本
好
生

　
【
勤
続
章
】

　

副
団
長　

前
谷　

斉

　

分
団
長　

井
上
賢
治

　

分
団
長　

池
田
裕
司

　

副
分
団
長　

伊
賀
良
介

　

副
分
団
長　

水
田
賢
治

　

部
長　

伊
賀
敏
信

　

団
員　

千
代
英
徳

　

団
員　

池
田　

昇

　

団
員　

谷
田
秀
夫

　

団
員　

小
西
政
男

　

団
員　

杉
本
健
二

　

団
員　

谷
口　

修

　

団
員　

谷
口
道
広

◎
兵
庫
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
【
功
績
章
】

　

副
団
長　

松
上
鉄
雄

　

分
団
長　

山
村　

亨

　
【
精
績
章
】

　

分
団
長　

田
中
陽
治
郎

　

分
団
長　

坂
出
隆
史

　

副
分
団
長　

陣
在
裕
司

　

副
分
団
長　

中
村　

強

　
【
勤
続
章
】

　

分
団
長　

岡
村
知
広

　

分
団
長　

河
越
交
功

　

副
分
団
長　

田
渕
英
昭

　

部
長　

丸
山
明
男

　

部
長　

尾
崎
浩
和

　

団
員　

向
根
善
雄

　

団
員　

中
村
吉
雄

　

団
員　

小
西
富
夫

　

団
員　

井
上
陽
一

　

団
員　

松
森
藤
一

　

団
員　

左
右
田
和
正

　
【
精
勤
章
】

　

副
団
長　

中
島　

武

　

分
団
長　

脇
本
浩
三

　

分
団
長　

鎌
田
活
美

　

分
団
長　

酒
井　

浩

　

分
団
長　

村
尾
昭
人

　

副
分
団
長　

岩
本
憲
治

　

副
分
団
長　

松
本
竜
雄

　
【
家
族
の
賞
】（
勤
続
30
年
以
上
）

　

班
長　

西
村
明
義
・
博
惠

▽
団
長　

西
岡
安
雄

【
浜
坂
支
団
（
４
２
０
人
）】

▽
支
団
長　

宇
野
正
宏

▽
副
団
長　

中
島　

武
、
松
上
鉄
雄

▽
分
団
長

　

❖
支
団
本
部　

岡
本
好
生
、宮
崎
清
、

　
　
　

植
村
匡
継
、
坂
本
良
治
、　　

　
　
　

尾
崎
松
男
、
松
岡
宏
典

　

❖
浜
坂
第
１
分
団　

井
上
賢
治

　

❖
浜
坂
第
２
分
団　

楠　

貴
志

　

❖
浜
坂
第
３
分
団　

道
盛
一
人

　

❖
浜
坂
第
４
分
団　

池
田
裕
司

　

❖
浜
坂
第
５
分
団　

田
中
陽
治
郎

　

❖
浜
坂
第
６
分
団　

小
西
富
夫

　

❖
浜
坂
第
７
分
団　

脇
本
浩
三

　

❖
浜
坂
第
８
分
団　

松
村
千
春

　

❖
浜
坂
第
９
分
団　

堀
江
正
則

　

❖
浜
坂
第
10
分
団　

岡
坂
勝
浩

　

❖
浜
坂
第
11
分
団　

岡
村
知
広

　

❖
浜
坂
第
12
分
団　

鎌
田
活
美

　

❖
浜
坂
第
13
分
団　

島
木
正
和

　

❖
浜
坂
第
14
分
団　

酒
井　

浩

【
温
泉
支
団
（
３
０
０
人
）】

▽
支
団
長　

山
本　

司

▽
副
団
長　

前
谷　

斉
、
村
尾
忠
司

▽
分
団
長

　

❖
支
団
本
部　
　
　

角
田
和
寿

　

❖
温
泉
第
１
分
団　

吉
田
一
也

　

❖
温
泉
第
２
分
団　

河
越
交
功

　

❖
温
泉
第
３
分
団　

池
田
秀
好

　

❖
温
泉
第
４
分
団　

坂
出
隆
史

　

❖
温
泉
第
５
分
団　

村
尾
昭
人

　

❖
温
泉
第
６
分
団　

中
野
正
人

　

❖
温
泉
第
７
分
団　

山
村　

亨

新温泉町消防団（721 人）

※分団長以上、敬称略

岡本町長などの閲団を受ける団員防火パレードの様子（湯区）
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▲車いすに乗ったまま利用できる足湯
▼春来川に降りる階段に手すりを設置

　
「
地
熱
開
発
理
解
促
進
関
連
事
業（
経

済
産
業
省
）」
で
整
備
し
た
足
湯
が
完

成
し
、
4
月
10
日
、「
お
湯
は
り
式
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

湯
村
温
泉
内
で
３
か
所
目
の
足
湯

は
、
薬
師
湯
前
の
交
流
広
場
に
２
基
設

置
。
１
基
は
車
い
す
に
乗
っ
た
ま
ま
利

用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、バ
イ
ナ
リ
ー
発
電（
昨

年
４
月
に
完
成
）
で
利
用
し
た
温
泉
を

さ
ら
に
有
効
利
用
し
よ
う
と
実
施
し
た

も
の
で
、
足
湯
の
ほ
か
に
「
ペ
ル
チ
ェ

素
子
で
の
温
度
差
発
電
に
よ
る
交
流
広

場
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
照
明
」と「
夢

千
代
橋
の
消
雪
装
置
」
も
整
備
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
春
来
川
遊
歩
道
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
整
備
事
業
（
兵
庫
県
）」
で
は
、

荒
湯
か
ら
北
駐
車
場
ま
で
の
遊
歩
道
を

補
修
し
、
遊
歩
道
に
降
り
る
階
段
３
か

所
に
手
す
り
を
新
設
す
る
な
ど
の
工
事

を
行
い
ま
し
た
。

　

足
湯
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
新
た

な
観
光
資
源
と
し
て
、
消
雪
装
置
や
遊

歩
道
整
備
は
周
遊
性
の
向
上
と
し
て
、

湯
村
温
泉
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
て
く

れ
ま
す
。

湯
村 

薬
師
湯
前
に
足
湯
が
完
成

第
17
回 

浜
坂
み
な
と
ほ
た
る
い
か
祭
り

　

4
月
5
日
、
浜
坂
漁
港
せ
り
市
場
で

「
第
17
回
浜
坂
み
な
と
ほ
た
る
い
か
祭

り
」
が
開
催
さ
れ
、
旬
を
迎
え
た
「
ホ

タ
ル
イ
カ
」
を
味
わ
お
う
と
、
町
内
外

か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
「
全
日
本
わ
ん

こ
ほ
た
る
選
手
権
」
で
は
、
制
限
時
間

内
に
何
匹
の
ホ
タ
ル
イ
カ
を
食
べ
ら
れ

る
か
を
競
い
ま
し
た
。
次
々
と
お
椀
に

入
る
ホ
タ
ル
イ
カ
に
、
酢
み
そ
や
ハ
マ

ダ
イ
コ
ン
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
か
け
た

り
、
何
も
つ
け
ず
に
ホ
タ
ル
イ
カ
を
口

に
入
れ
た
り
、
出
場
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の

食
べ
方
で
ホ
タ
ル
イ
カ
を
口
い
っ
ぱ
い

に
ほ
お
張
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
串
揚
げ
や
軍
艦

巻
き
、
お
好
み
焼
き
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ホ
タ
ル
イ
カ
の
創

作
料
理
が
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、
釜
揚
げ

ホ
タ
ル
イ
カ
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
も
行
わ

れ
、
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

ホタルイカの軍艦巻き 大釜で茹で上げられたホタルイカ

全日本わんこほたる選手権
両脇から支援？され、ホタルイカを口へ
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●
注
意
事
項　

政
治
や
宗
教
、
営
利
を

目
的
と
し
た
講
座
に
は
派
遣
で
き
ま

せ
ん
。

　
　

ま
た
、
質
疑
や
意
見
は
お
受
け
し

ま
す
が
、
苦
情
を
言
う
場
に
な
ら
な

い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
利
用
で
き
る
方　

町
内
に
居
住
、
勤

務
ま
た
は
通
学
す
る
方
で
、
10
人
以

上
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ

●
開
催
日
時　

6
月
か
ら
3
月
末
ま
で

の
間
。
時
間
は
原
則
と
し
て
平
日
の

午
後
１
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
90

分
以
内

●
会
場　

町
内
の
会
場
に
限
り
ま
す
。

会
場
の
使
用
料
や
準
備
、
講
座
の

運
営
は
申
込
団
体
が
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
費
用　

講
師
（
職
員
）
派
遣
は
無
料

●
申
込
方
法　

代
表
の
方
は
、
担
当
課

と
調
整
の
う
え
、
開
催
希
望
日
の
2

週
間
前
ま
で
に
役
場
・
企
画
課
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
の
開
催
実
績

◇
実
施
講
座
数　
　

31
講
座

◇
延
べ
受
講
者
数　

９
７
５
人

◇
主
な
利
用
団
体　

地
区
、
す
こ
や
か

ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
な
ど

◇
人
気
メ
ニ
ュ
ー　

　

介
護
予
防
講
座　
　
　
　
　
　

11
件

　

防
災
・
防
火　
　
　
　
　
　
　

5
件

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成　
　

４
件

講
座
メ
ニ
ュ
ー

担
当
課

くらし
夢
つ
ば
め
（
新
温
泉
町
民

バ
ス
）
の
利
用
促
進

企
画
課

町
税
の
仕
組
み
と
役
割

税
務
課

戸
籍
と
住
民
票
の
は
な
し

町
民
課

水
道
事
業
の
し
く
み

上
下
水
道
課

浜
坂
の
温
泉

上
下
水
道
課

暮
ら
し
と
環
境
を
守
る
下
水
道

上
下
水
道
課

子
育
て
支
援
制
度
に
つ
い
て

こ
ど
も
教
育
課

防犯・防災・安全
本
当
に
あ
っ
た
怖
～
い
話

町
民
課

あ
ま
～
い
誘
い
に
ご
用
心
！

町
民
課

知
っ
て
安
心
！
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

町
民
課

危
険
信
号
発
令
中
！
ネ
ッ
ト
・

携
帯
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

町
民
課

防
災
に
つ
い
て

町
民
課

健康・福祉・医療
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

健
康
福
祉
課

介
護
保
険
制
度

健
康
福
祉
課

福
祉
制
度

健
康
福
祉
課

健
康
講
座

健
康
福
祉
課

い
き
い
き
百
歳
体
操
説
明
会

健
康
福
祉
課

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

健
康
福
祉
課

介
護
予
防
講
座

健
康
福
祉
課

公
立
浜
坂
病
院
の
診
療
体
制
に
つ
い
て

公
立
浜
坂
病
院

介
護
老
人
保
健
施
設
・
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
の
利
用
案
内

公
立
浜
坂
病
院

病
気
の
話

公
立
浜
坂
病
院

情報・行政経営
公
共
工
事
の
発
注
状
況
に
つ
い
て

総
務
課

情
報
公
開
制
度
の
し
く
み

総
務
課

新
温
泉
町
の
財
政
に
つ
い
て

総
務
課

く
ら
し
の
中
の
選
挙

総
務
課

電
子
自
治
体
に
つ
い
て

総
務
課

み
ん
な
で
取
り
組
も
う
行
財
政
改
革

総
務
課

人
材
育
成
基
本
方
針

総
務
課

広
報
紙
の
で
き
る
ま
で

企
画
課

公
会
計
の
し
く
み

出
納
室

講
座
メ
ニ
ュ
ー

担
当
課

人権
人
権
教
育
の
現
状
と
課
題

生
涯
教
育
課

人
権
に
つ
い
て
学
ぼ
う

人
権
推
進
室

環境
分
け
れ
ば
資
源
！
ご
み
分
別

町
民
課

産業・観光
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽
し
も
う

商
工
観
光
課

温
泉
の
活
用
に
よ
る
エ
コ
・

ジ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

商
工
観
光
課

ジ
オ
パ
ー
ク
で
学
ぶ
！
い

な
か
体
験

商
工
観
光
課

起
業
支
援
事
業

商
工
観
光
課

農
林
業
の
現
状
に
つ
い
て

農
林
水
産
課

水
産
業
の
現
状
に
つ
い
て

農
林
水
産
課

畜
産
業
の
現
状
に
つ
い
て

農
林
水
産
課

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

農
林
水
産
課

但
馬
牛
講
座

牧
場
公
園
課

まちづくり
情
報
社
会
と
地
域
の
振
興

企
画
課

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
に
つ
い
て

企
画
課

地
籍
調
査
に
つ
い
て

農
林
水
産
課

道
づ
く
り

建
設
課

道
路
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て

建
設
課

災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て

建
設
課

ま
ち
の
景
観
形
成
に
つ
い
て

建
設
課

都
市
計
画
と
ま
ち
づ
く
り

建
設
課

住
宅
の
簡
易
耐
震
診
断
及
び
耐

震
改
修
促
進
事
業
に
つ
い
て

建
設
課

教育・文化
子
ど
も
教
育
に
つ
い
て

こ
ど
も
教
育
課

教
育
課
程
に
つ
い
て

こ
ど
も
教
育
課

相
撲
実
技
講
座

生
涯
教
育
課

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
ス
ス
メ

生
涯
教
育
課

ま
ち
の
文
化
財
を
知
る

生
涯
教
育
課

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

る
公
民
館
講
座

浜
坂
公
民
館

暮
ら
し
の
中
に
図
書
館
を
！

図
書
館

議会
新
温
泉
町
議
会
の
概
要

議
会
事
務
局

　

ま
ち
の
仕
事
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
住
民
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
、「
出
前
講
座
」
を
6
月
か
ら
始
め
ま
す
。

　

出
前
講
座
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
開
催
す
る
学
習
会
な

ど
に
職
員
が
講
師
と
し
て
出
向
き
、
町
が
行
っ
て
い
る
施

策
や
住
民
生
活
に
必
要
な
情
報
を
説
明
す
る
も
の
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
注
文
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

企
画
課  
広
報
情
報
係　

℡ 

82
‐
５
６
２
４

　
　
　
出
前
講
座
の
ご
案
内

　
　
　
　
　
　「
介
護
予
防
」
や
「
防
災
・
防
火
」
の
　

　
　
　
　
　
　  

講
座
が
人
気
で
す
。

※担当課は、本庁の課を記載していますが、講座の内容によっては温泉総合支所の地域振興課が担当するものもあります。
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  大会開催に伴う 交通規制のお知らせとお願い

  第28回新温泉町麒麟獅子マラソン大会 

◆とき　５月 24 日（日）午前 8 時 40 分開会　※雨天決行（３㎞の部は中止の場合あり）
◆スタート　役場本庁舎前

◆ゴール　浜坂北小学校グラウンド

種　目 スタート時間
  3㎞ 午前　9 時 40 分

ハーフ 午 前 10 時 20 分
10㎞ 午 前 10 時 40 分
  5㎞ 午 前 10 時 55 分

　大会当日は下図の交通規制を実施します。当日はコース周辺の渋滞や宅配便の遅配などが予想されま
す。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
◆『通行協力依頼』区間でも、規制時間中は出来るだけ車両の通行をご遠慮ください。
◆選手の走行中は道路の横断ができません。
◆マラソンコース内での駐停車はご遠慮ください。
◆町民バス浜坂温泉線の浜坂高校バス停及びジオパーク館バス停は
　午前 8 時～午後 1 時 30 分の間はご利用いただけません。乗降は
　浜坂駅となります。

　－問合せ－
新温泉町麒麟獅子マラソン大会実行委員会事務局（浜坂Ｂ＆Ｇ海洋センター内）　℡ 82-4512

たくさんのご声援をお願いします

◆イベント
　浜坂麒麟獅子舞、いずみ会いわし団子汁、
　物産店、お楽しみ抽選会
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行
政
相
談
委
員
に

　
　
　
植
村  

慶
子
さ
ん
就
任

　

ま
た
、
以
前
か
ら
活
躍
さ
れ
て
い
る

尾
﨑
さ
よ
子
さ
ん
（
高
末
）
が
４
月
１

日
付
け
で
再
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
身
近

な
相
談
役
と
な
り
、
行
政
の
苦
情
や
困

り
ご
と
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
者
の
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
日

▼
毎
月
第
１
水
曜
日
（
温
泉
会
場
）

◇
時　

間　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー

◇
相
談
員　

植
村
慶
子

▼
毎
月
第
３
水
曜
日
（
浜
坂
会
場
）

◇
時　

間　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂

◇
相
談
員　

尾
﨑
さ
よ
子

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

5
月
の
相
談
日
（
浜
坂
会
場
）

◇
と
き　

5
月
20
日
（
水
）

▼
問
合
せ　

総
務
課　

総
務
係

　

℡
82
‐
３
１
１
１

　

こ
れ
ま
で
行
政
相
談
委
員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
た
横
田
長
幹
さ
ん

（
田
中
）
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
し
く
植
村
慶
子
さ
ん
（
岸
田
）
が
４
月
１
日
付

け
で
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

尾﨑さよ子さん（高末）
委嘱期間

H27.4.1 ～ H29.3.31

植村慶子さん（岸田）
委嘱期間

H27.4.1 ～ H29.3.31

「
夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
」

を
実
施
し
ま
す
　
　
　

〝
節
電
〟
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

省
エ
ネ
行
動
の
一
層
の
促
進
を
図
る

た
め
、本
年
も
「
夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
、
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
町
主
催
の
会
議
等
に
出
席

す
る
場
合
は
、軽
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

◆
目
的　

職
場
な
ど
で
の
適
正
冷
房
の

徹
底
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
層

の
推
進
を
通
じ
、
地
球
温
暖
化
を
防

止
し
、
環
境
と
共
生
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

文
化
の
定
着
、
発
信
を
図
り
ま
す
。

◆
期
間

　

５
月
11
日
（
月
）
～
10
月
31
日
（
土
）

◆
内
容

▽
適
正
冷
房
（
概
ね
28
℃
）
の
実
施

▽
軽
装
勤
務
（
町
職
員
は
軽
装
で
勤
務

し
ま
す
）

※
上
着
を
着
用
せ
ず
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ

と
し
ま
す
。（
５
月
～
６
月
、
９
月

～
10
月
は
涼
し
い
日
が
あ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
上
着
の
着
用
は

各
自
の
判
断
に
よ
り
ま
す
）

◆
問
合
せ　

総
務
課　

総
務
係

　

℡
82
‐
３
１
１
１

山
村
広
場
　
　
　
　
　

照
明
シ
ス
テ
ム
を
修
繕

　

こ
の
た
び
、
宝
く
じ
を
財
源
と
し
た

社
会
貢
献
広
報
事
業
を
活
用
し
て
、
老

朽
化
し
て
い
た
山
村
広
場
の
照
明
シ
ス

テ
ム
を
修
繕
し
、
誰
も
が
い
つ
で
も
安

心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
会
に
ぜ
ひ
山
村
広
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
が
購
入
さ
れ
た
宝
く

じ
の
収
益
金
は
、
様
々
な
場
所
で
県
内

市
町
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
宝
く

じ
購
入
の
際

は
、
ぜ
ひ
県

内
の
宝
く
じ
売

場
で
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
。
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広報しんおんせん（5月号）

　近年、高齢化に伴う免疫力の低下から結核が増加傾向にあります。新温泉町でも高齢者の方の発症がみら
れています。検診で早期に発見されると治療も短期間になり、また集団感染を予防することができます。必
ず年に１度は胸部レントゲン検診を受けましょう。
　平成 27 年度は、肺がん検診地区巡回を５月と６月・７月の総合健診後に実施します。時間のかからない
簡単な検診ですので、下記の日程を参考に都合の良い場所で受診してください。
　◇検診対象者　　20 歳以上の方（職場や病院で検診を受ける方、妊娠中の方は含みません）
　◇受 診 料　　無料
　◇内　　　容　　問診、胸部レントゲン
　◇注 意 事 項　　受診の際には胸・背中にボタンやホック等のないものを着用してください。

－問合せ―　健康福祉課　健康推進係（すこやか～に内）　℡ 99-2940

平成 27 年度　肺がん地区検診のご案内

月　日 時　　間 と　こ　ろ 対象地区

  5 月 26 日
（火）

１３：００～１３：３０ 居組コミュニティセンター　 居組
１３：４０～１３：５０ 釜屋公会堂 釜屋
１４：００～１４：１０ 漁協諸寄支所前 ( 諸寄・川中町 )　

諸寄１４：２０～１４：４０ 野田橋詰 ( 諸寄・奥町 )
１４：５５～１５：１０ 諸寄郵便局前（諸寄・吉田町）
１５：２０～１５：３０ 浜坂体育センター ( 浜坂・宇都野町 )　 浜坂
１５：４０～１５：５５ 芦屋ふれあいセンター 芦屋
１６：０５～１６：１５ 松本晃様宅前 ( 浜坂・浜岡町 )

浜坂１６：２５～１６：３５ ユートピア浜坂 ( 浜坂・中本町 )
１６：４５～１６：５５ 勝願寺様前 ( 浜坂・門陀町 )
１７：０５～１７：１５ 文化会館 ( 浜坂・栄町 )　　　

  5 月 28 日
（木）

１３：００～１３：２５ 浜坂保健センター（二日市） 二日市
１３：３５～１３：５０ 福富集会所 福富
１４：００～１４：１０ 清富集会所 清富
１４：１５～１４：２０ 指杭バス停付近 指杭
１４：２５～１４：３５ 田井高齢者・若者センター 田井
１４：５０～１５：０５ 御火浦コミュ二ティセンター 三尾
１５：１５～１５：２５ 赤崎コミュ二ティ消防センター 赤崎
１５：３０～１５：４０ 和田公会堂 和田
１５：５５～１６：０５ 奥澤旅館様前駐車場 ( 七釜） 七釜
１６：１５～１６：２５ セレモニーもりば様駐車場前（新市） 新市
１６：３５～１６：４５ 西村英子様車庫前（古市） 古市
１６：５０～１７：００ 用土公会堂 用土

  5 月 29 日
（金）

１３：００～１３：１０ 北村早悟様宅前（栃谷） 栃谷
１３：１５～１３：２０ 町営住宅若松団地 若松町
１３：３０～１３：４５ 戸田公会堂 戸田
１３：５５～１４：０５ 対田生活改善センター 対田
１４：１５～１４：３０ 民俗芸能伝承館（久谷） 久谷
１４：４０～１４：５０ 高末ふれあいセンター 高末
１４：５５～１５：０５ 正法庵生活改善センター 正法庵
１５：１０～１５：２０ 水田建設 ( 株 ) 様駐車場（辺地） 辺地
１５：３０～１５：４０ 藤尾公会堂 藤尾
１５：５５～１６：０５ 境集会所 境
１６：１０～１６：２０ 久斗山公会堂 久斗山
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広報しんおんせん（5月号）

＊結核を疑う症状＊

　①咳や痰が２週間以上続く時は、結核の検査を受けましょう
　②高齢者の場合は、体重が減った時（入れ歯が合わなくなる・
　　ズボンがゆるくなるなど）も、結核を疑って相談しましょう。

月　日 時　　間 と　こ　ろ 対象地区

  6 月  2 日
（火）

１３：００～１３：１０ 歯科診療所（湯） 湯
１３：２０～１３：３０ 細田公民館 細田
１３：４０～１３：５０ 岡村かね子様宅横（竹田） 竹田１３：５５～１４：０５ 竹田公民館
１４：１５～１４：２０ あさひヶ丘バス停付近 あさひヶ丘
１４：３０～１４：４０ 千原公民館 千原
１４：５０～１５：００ 鐘尾公民館 鐘尾
１５：１０～１５：３０ 浅田憲一様宅横（千谷） 千谷
１５：４０～１５：５０ 宮脇橋付近 宮脇
１６：００～１６：１０ 内山公民館 内山
１６：２０～１６：３０ 越坂公民館 越坂
１６：４０～１６：５０ 内山出合橋付近 内山

  6 月 24 日
（水）

１４：１０～１４：２０ 伊角公民館 伊角
１４：３０～１４：４０ 熊谷公民館 熊谷１４：４５～１４：５０ 仁連寺バス停付近
１５：０５～１５：１５ 数久谷公民館 数久谷
１６：００～１６：１０ 高山公民館 高山
１６：３０～１６：４０ 歌長公民館 歌長
１６：５０～１６：５５ 福井繁和様宅付近（湯谷） 春来1 ７：０５～１７：１５ 旧春来小学校プール下

  6 月 25 日
（木）

１４：１５～１４：２５ 海上公民館 海上
１４：３５～１４：４５ 前地区バス停付近 前
１４：５５～１５：１０ 岸田出張診療所前（田中） 田中
１５：１５～１５：３０ 岸田公民館 岸田
１５：４０～１５：５０ 石橋公民館 石橋
１６：００～１６：２０ 青下消防車庫前 青下
１６：３５～１６：４５ アマゴ養殖場様付近（霧滝） 霧滝

  6 月 26 日
（金）

１４：１５～１４：３０ 照来診療所前（桐岡） 桐岡
１４：４０～１４：５０ 多子中バス停付近 多子
１４：５５～１５：１５ 切畑公会堂 切畑
１５：２５～１５：３５ 中井弘平様宅前（丹土） 丹土
１５：４０～１５：５０ 中辻公民館 中辻
１６：００～１６：１０ 塩山公民館 塩山
１６：２０～１６：２５ 薬師堂（飯野） 飯野１６：３０～１６：４０ 巌山寺付近（飯野）

  7 月  3 日
（金）

１４：２０～１４：３０ ナカケー白川店様駐車場（浜坂・京口二）浜坂１４：３５～１４：４５ 川越大幸様宅駐車場横（浜坂・京口一）
１４：５５～１５：０５ 県営住宅横駐車場（三谷） 緑町、南町、秋葉台、三谷
１５：１５～１５：２５ 田君集落センター 田君
１５：３０～１５：４０ 後山公民館 後山
１５：５５～１６：０５ 今岡金屋公民館 今岡金屋
１６：１０～１６：２０ 井土団地付近 井土１６：２５～１６：３５ 井土公民館
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町政のうごきから

　町の財政がどのように運営され、どのような状況になっているかを町民のみなさんに広く知ってい
ただくために財政状況を公表しています。今回は、平成 26 年度予算の平成 27 年３月末現在の予算
執行状況、財産・地方債及び一時借入金の現在高についてお知らせします。
　なお、今回公表数値は３月末現在の数値で、平成 26 年度決算数値は出納整理期間（４月～５月）
を経て５月末に確定しますので、決算数値とは異なります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー問合せー　総務課　財政係　℡ 82-3111

町の財政状況をお知らせします
（平成 27 年 3 月現在）

歳入と歳出の状況 町債、基金などの状況

　平成 26 年度一般会計予算の総額は３月
末現在で 101 億 2,937 万 3 千円です。
　収入済額は 92 億 1,067 万 9 千円。予
算額に対する収入率は 90.9％です。また、
支出済額は 82 億 1,301 万 3 千円、予算額
に対する支出率は 81.1％です。
　歳入、歳出の科目別の執行状況は、表１、
２のとおりです。

　町債は建設事業などを行うために借り入れたお金で、
一般会計の現在高は 132 億 8,760 万円となっています

（表３のとおり）。借入先は、銀行などの金融機関、簡易
保険や年金などの政府資金、地方公共団体金融機構資金
です。
　また、一時的な支払資金とする一時借入金は、12 億
円です（表４のとおり）。
　さらに、資金を積み立てている基金の合計額は 31 億
9,604 万円となっています（表５のとおり）。

歳入科目 予算現額
（千円）

収入済額
（千円）

収入率
(％）

町　　　税 1,409,056 1,429,508 101.5 
地方譲与税 98,800 98,015 99.2 
各種交付金 183,400 226,765 123.6 
地方交付税 4,922,592 5,120,005 104.0 
分担金及び

負担金 67,024 61,089 91.1 

使用料及び
手数料 222,175 198,964 89.6 

国庫支出金 708,870 614,017 86.6 
県  支  出  金 664,082 451,435 68.0 
財  産  収  入 9,255 13,856 149.7 
繰　入　金 537,985 120,106 22.3 
諸　収　入 364,645 320,491 87.9 
町　　　債 938,463 552,863 58.9 
寄　附　金 3,011 3,550 117.9 
そ　の　他 15 15 100.0 
合　　　計 10,129,373 9,210,679 90.9 

歳出科目 予算現額
（千円）

支出済額
（千円）

支出率
（％）

議　会　費 109,213 106,988 98.0 
総　務　費 1,073,004 895,497 83.5 
民　生　費 2,165,968 1,757,057 81.1 
衛　生　費 1,450,745 1,366,535 94.2 
労　働　費 26,677 19,885 74.5 

農林水産業費 574,930 491,051 85.4 
商　工　費 423,088 340,672 80.5 
土　木　費 485,936 245,671 50.6 
消　防　費 520,365 489,603 94.1 
教　育　費 947,639 881,958 93.1 
災害復旧費 66,230 22,505 34.0 
公　債　費 1,519,594 1,508,891 99.3 
諸  支  出  金 754,663 86,700 11.5 
そ　の　他 11,321 0 0.0 
合　　　計 10,129,373 8,213,013 81.1 

　表２  歳出 　表１  歳入
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「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案を書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

町政のうごきから

　表５  基金の現在高

会　　計　　名 予算現額
（千円）

歳　　入 歳　　出
収入済額（千円）収入率（％）支出済額（千円）支出率（％）

国民健康保険事業特別会計 2,040,959 1,745,091 85.5 1,953,242 95.7 
介護保険事業特別会計 1,704,723 1,403,402 82.3 1,532,251 89.9 
浜坂地区残土処分場事業特別会計 105,852 96,668 91.3 29,659 28.0 
温泉地区残土処分場事業特別会計 42,563 37,485 88.1 19,685 46.2 
コミュニティ・プラント事業特別会計 73,504 16,196 22.0 69,810 95.0 
七釜温泉配湯事業特別会計 20,104 8,849 44.0 4,703 23.4 
下水道事業特別会計 904,484 231,283 25.6 789,045 87.2 
後期高齢者医療特別会計 209,304 198,286 94.7 183,902 87.9 

合　　　　　　　計 5,101,493 3,737,260 73.3 4,582,297 89.8 

　　 （単位：千円）
基　　金　　名 基金残高

財政調整基金 2,227,666 
地域振興基金 300,000 
ふるさとづくり基金 3,066 
土地開発基金 49,744 
減債基金 24,777 
ふるさと水と土保全対策基金 2,596 
地域福祉基金 54 
海岸環境美化基金 79 
国民健康保険財政調整運用基金 140,146 
国民健康保険直営診療所基金 110 
介護保険給付費準備基金 34,844 
下タ山公共建設残土処分場事業基金 175,805 
十字谷残土処分場整備基金 113,890 
七釜温泉配湯事業施設整備基金 43,930 
生活排水処理事業基金 78,252 
二日市温泉配湯事業施設整備基金 1,081 

合　　　　計 3,196,040 

（単位：百万円）
会　　計　　名 町債残高

一般会計 13,287.6 
国民健康保険事業特別会計 12.8 
コミュニティ・プラント事業特別会計 39.2 
下水道事業特別会計 6,411.9 
水道事業会計 2,032.2 
浜坂病院事業会計 1,158.2 

合　　　　計 22,941.9 

（単位：千円）
会　　計　　名 借入金残高

一般会計 500,000
公立浜坂病院事業会計 700,000

合　　　　計 1,200,000

　（特別会計）

※企業会計３事業（病院事業、水道事業、浜坂温泉配湯事業）の財政状況は、
３月末が決算となるため、決算公表時に確定数値として公表します。

　表３  町債の残高　表４  一時借入金の残高
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
奇
数
月
に
そ

の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹
介
し
ま

す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
年
２
回
ま

で
（
内
容
に
よ
っ
て
は
個
別
に
お
答
え

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）、
３
回
目
以

降
は
個
別
に
お
答
え
し
ま
す
。
ご
提
案

い
た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の
都
合
で

一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
　

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

但
馬
杜
氏
自
醸
酒
研
究
会

今
年
の
日
本
酒
の
出
来
栄
え
を
競
う

　

第
70
回
但
馬
杜
氏
自
醸
酒
研
究
会（
但
馬
杜
氏
組
合
主
催
）

が
、
４
月
23
日
、
24
日
の
２
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
醸
造
技
術
の
評
価
と
醸
造
技
能
の
更
な
る
向
上
を
目
的

に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
、
香
美
町
村
岡

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
杜
氏
37
人
か
ら
出
品
の
あ
っ
た
吟
醸

酒
55
点
、
純
米
酒
44
点
、
普
通
酒
32
点
の
合
計
１
３
１
点
が

審
査
を
受
け
ま
し
た
。

　

審
査
長
を
務
め
た
大
阪
国
税
局
鑑
定
官
室
長
の
後
藤
邦
康

先
生
は
「
今
年
は
、
酒
米
が
溶
け
や
す
く
、
皆
さ
ん
が
酒
造

り
に
苦
労
さ
れ
た
と
思
う
が
、
全
体
と
し
て
香
り
と
味
わ
い

が
高
く
良
い
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い
た
。
上
位
酒
は
、
同
じ

部
門
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
出
て
い
て
甲
乙
つ
け
が
た

か
っ
た
」
と
出
品
酒
の
出
来
栄
え
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

町
内
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
。
酒
別
、

受
賞
者
、
醸
造
場
、
銘
柄
の
順
で
記
載
し
て
い
ま
す
）　

【
最
優
等
賞　

兵
庫
県
議
会
議
長
賞
】

　

吟
醸
酒　

三
谷
藤
夫
（
前
）　　

宝
酒
造
㈱　
　
　
　

松
竹
梅

　

純
米
酒　

田
中
博
和
（
塩
山
）　

ヤ
ヱ
ガ
キ
酒
造
㈱　

八
重
垣
ハ

　

普
通
酒　

岡
田
隆
好
（
内
山
）　

日
本
海
酒
造
㈱　
　

環
日
本
海

【
優
等
賞　

兵
庫
県
産
業
労
働
部
長
賞
】

　

吟
醸
酒　

西
澤
篤
之
（
中
辻
）　

元
帥
酒
造
㈱　
　
　

元
帥
イ

　

純
米
酒　

西
垣
昌
弘
（
岸
田
）　

亀
齢
酒
造
㈱　
　
　

亀
齢

　

純
米
酒　

森
口
隆
夫
（
多
子
）　

齋
藤
酒
造
㈱　
　
　

英
勲
ロ

　

普
通
酒　

西
澤
篤
之
（
中
辻
）　

元
帥
酒
造
㈱　
　
　

元
帥
イ

※
町
内
者
の
兵
庫
県
知
事
賞
受
賞
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

普
通
酒
部
門
で
兵
庫
県
議
会
議

長
賞
に
選
ば
れ
た
岡
田
隆
好
さ
ん

は
「
酒
造
り
で
第
一
に
心
掛
け
て
い

る
こ
と
は
『
麹
づ
く
り
』。
低
温
で

時
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り
作
っ
て
い

る
。
今
年
は
米
が
溶
け
や
す
く
苦
労

し
た
が
良
い
出
来
に
仕
上
が
っ
た
」

と
喜
び
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
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山
元
町

  
復
興
支
援
通
信 

①

　

４
月
１
日
か
ら
１
年
間
、
東
日
本
大

震
災
の
復
興
支
援
と
し
て
、
宮
城
県
山

元
町
に
派
遣
と
な
っ
た
福
井
崇
弘
副
参

事
に
、
東
北
の
現
状
や
復
興
の
進
捗
な

ど
を
毎
月
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

前
回
の
派
遣
か
ら
２
年
４
か
月
ぶ
り

に
、
宮
城
県
の
山
元
町
役
場
に
着
任
し

ま
し
た
。

　

今
後
、
広
報
し
ん
お
ん
せ
ん
に
、
復

興
の
具
合
や
山
元
町
の
様
子
に
つ
い
て

報
告
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
が
配
属
さ
れ
た
の
は
「
震
災
復
興

企
画
課
」
と
い
う
部
署
で
、
復
興
業
務

を
進
め
る
い
く
つ
か
の
部
署
の
取
り
ま

と
め
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
は
、
新

し
く
造
っ
た
住
宅
団
地
の
入
居
者
募
集

や
、
被
災
者
へ
の
支
援
制
度
の
ル
ー
ル

作
り
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

前
回
、
平
成
24
年
に
山
元
町
に
来
た

と
き
、
新
し
い
市
街
地
の
計
画
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
１
０
０
点
満
点

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
苦
労
し
て
作
り

上
げ
た
計
画
で
す
。
計
画
に
沿
っ
て
、

実
際
に
工
事
が
進
み
、
住
宅
が
立
ち
並

び
始
め
た
様
子
を
眺
め
る
の
は
と
て
も

嬉
し
い
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
す
べ
て
が
順
調
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
住
宅
地

の
一
部
は
、
未
だ
造
成
工
事
の
着
工
さ

え
で
き
ず
、
仮
設
住
宅
で
完
成
を
待
つ

被
災
者
の
不
安
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
経
済
的
、
そ
の
他
の
事
情
で
公

営
住
宅
へ
の
入
居
も
ま
ま
な
ら
ず
、
仮

設
住
宅
か
ら
出
ら
れ
る
見
通
し
の
立
た

な
い
被
災
者
も
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
流
出
し
た
Ｊ
Ｒ
の
線

路
や
駅
が
復
旧
し
新
し
い
住
宅
地
が
完

成
す
れ
ば
、
当
然
、
復
興
は
完
了
す
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

地
震
と
津
波
が
壊
し
た
も
の
は
、
線
路

や
建
物
だ
け
で
な
く
、
生
き
延
び
た
皆

さ
ん
の
生
活
基
盤
や
家
族
関
係
に
ま
で

及
び
、
線
路
や
住
宅
の
よ
う
に
建
て
替

え
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

今
は
一
人
ひ
と
り
の
被
災
者
の
状
況

を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
被
災
者
の
皆

さ
ん
全
員
が
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
て
る
よ
う
、
被
災
者
支
援
策
や

公
営
住
宅
の
入
居
条
件
等
の
調
整
を
進

め
て
い
ま
す
。

山元町役場は現在も仮庁舎

仮庁舎で復興に向け働く職員
（電話をしている職員が福井副参事）

災害公営住宅（左）とＪＲ高架橋工事（右）

通勤途中、堤防に連なって咲く桜「一目千本桜」
4 月中旬が見ごろでした。（宮城県柴田郡柴田町）
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桐
岡
集
落
営
農
組
合
　

兵
庫
県
町
村
会
会
長
賞
受
賞

　

3
月
26
日
、
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
た

集
落
営
農
活
性
化
研
修
会
で
兵
庫
県
優

良
集
落
営
農
組
織
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
桐
岡
集
落
営
農
組
合
が
兵
庫
県
町

村
会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て

農
業
経
営
の
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
地
域
農
業
の
振
興
や
活
性
化
に
寄

与
し
て
い
る
意
欲
と
能
力
の
あ
る
優
良

な
集
落
営
農
組
織
の
う
ち
、そ
の
活
動
・

業
績
が
顕
著
で
あ
る
団
体
を
顕
彰
す
る

も
の
で
す
。

　

桐
岡
集
落
営
農
組
合
は
、
照
来
地
区

７
集
落
営
農
組
織
が
参
画
し
て
い
る

「
照
来
地
区
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員

会
」
の
立
上
げ
発
起
人
と
な
り
、
集
落

営
農
間
の
連
携
及
び
将
来
の
法
人
化
も

視
野
に
入
れ
た
広

域
営
農
組
織
化
に

向
け
た
「
営
農
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
取
り

ま
と
め
る
中
心
的

組
織
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
紹
介

　

新
温
泉
町

地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
2

人
目
の
隊
員

と
し
て
、
林
正
さ
ん
（
52
歳
）
が
神
戸

市
か
ら
本
町
に
転
入
し
、
4
月
1
日
、

町
長
か
ら
辞
令
を
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

林
さ
ん
は
、民
間
会
社
勤
務
時
に
は
、

主
に
都
市
開
発
事
業
の
営
業
に
従
事
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
24
年
に

は
、
創
設
し
た
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
「
群
馬
ク
レ
イ
ン
サ
ン
ダ
ー

ズ
」
の
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼

ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

隊
員
と
し
て
の
仕
事
は
、
農
林
水
畜

産
物
の
地
産
外
商
。
ま
ず
は
馴
染
み
の

あ
る
阪
神
地
域
を
中
心
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
売
り
込
み
を
す
る
中
で
「
都
市

部
で
の
需
要
は
大
き
く
、
都
市
部
の

ニ
ー
ズ
を
生
産
者
に
伝
え
、
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
こ
と
で
販
路
を
拡
大
で
き
る
」

と
手
応
え
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
地
域
づ
く
り
は
、
教
育
・

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
人
づ
く
り
か

ら
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
町
内
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域

づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。

社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）が始まります。
　マイナンバー制度は、町民の皆さん一人ひとりに個人番号（マイナンバー）を付番し、
皆さんの利便性を高め、行政を効率化し、公平かつ公正な社会を実現するための制度です。

◆マイナンバーとは
　国民一人ひとりが持つ、12 桁の番号のことで

す。マイナンバーは中長期在留者や特別永住者
などの外国人にも通知されます。マイナンバー
は原則として一度指定されれば一生変更されま
せん。

◆ 10 月からマイナンバーをお知らせします
　皆さんの個人番号を記載した「通知カード」を

住民票の住所に郵送でお知らせします。
※通知を確実にお受け取りいただくため、今のお

住まいと、住民票の住所が異なる方は、お住ま
いの市町村に、住民票の異動をお願いします。

◆平成 28 年１月からマイナンバー利用開始
　法令で定められた行政手続きにマイナンバーの

利用が始まります。

◆個人番号カードの交付
　申請により、「通知カード」と引き替えに「個

人番号カード」の交付を受けることができます。
交付手数料は無料です。

　個人番号カードは、写真付きの本人確認書類と
して使用できます。

※住民基本台帳カードをお持ちの方は有効期限ま
で利用できますが、個人番号カードの交付の際
に回収します。（両方の所持はできません）

◆制度に関するホームページ
　http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/
◆問合せ　コールセンター（有料）
　℡ 0570-20-0178（全国共通ナビダイヤル）
※平日の午前９時 30 分～午後５時 30 分対応
※一部ＩＰ電話等で上記ダイヤルに繋がらない場

合は、℡ 050-3816-9405 へ
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　5 月の山道は、心地よい風がふきわたり、目に
映る木々の葉はどれもみずみずしく、何ともいえ
ない爽やかさです。木々の新芽も黄色を帯びたも
の、茶褐色や薄緑色のものなどいろいろで、枝先
が細かく分れて少し赤みがかったものはケヤキ、
太い枝先から一足遅れて葉を広げようとしている
高い木はホウノキ、真っ白な新芽が花のように見
えるのはシロダモ、など木の色や形を見て名前を
当てながら新緑の森をゆくのも楽しいものです。
　樹林の下草を覆っていた春の草花たちが消えた
後は、大型の勢いの良い草たちにとってかわり、
これもまたさまざまなです。林床に小さな群落を
つくっているホウチャクソウ（宝鐸草）は、よく
目にする花です。草丈は 30 ～ 80cm、葉は長さ
5 ～ 15㎝、幅２～４㎝の長楕円形で互生し、茎
は上部で分枝して、枝先に長さ 2㎝ほどの白い花
が下向きに垂れています。花は花弁 3 枚と、萼

がく

3
枚からなっていますが、筒状になって花弁の先端
だけが開いているので合弁花に見えます。宝

ほう

鐸
ちゃく

と
言う名前は寺院の四隅に下がっている魔よけの鈴
のことで、垂れ下がって咲く姿が似ているという
ことから名付けられたそうです。夏に涼やかな風
鈴も、宝鐸が起源であるということです。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん　

ホウチャクソウ
 （ユリ科）

 野草散歩（53) 国民年金からのお知らせ

－問合せ－
日本年金機構豊岡年金事務所　℡（0796）22-0945

◎国民年金保険料学生納付特例制度

　20 歳以上の方は、学生であっても国民年金に加

入しなければなりません。

　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、

ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料

の納付が猶予される「学生納付特例制度」がありま

す。対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大

学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修

学校及び各種学校（修業年限 1 年以上である課程）

に在学する学生等で、ご本人の前年所得が次の計算

式で計算した金額以下であることが条件です。

〈所得のめやす〉

　　118 万円＋ （扶養親族等の数× 38 万円）

　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月まで

となりますが、承認を受けた次の年度も在学予定で

ある場合、４月始めに再申請の用紙が送られてきま

すので、引続き学生納付特例制度をご希望の場合は、

必要事項を記入の上ご返送ください。

◎国民年金保険料学生納付特例申請

　学生納付特例制度により、平成 26 年度に保険料

納付を猶予されている方で、平成 27 年度も引き続

き在学予定の方へ、３月下旬に基礎年金番号等が印

字されたハガキ形式の学生納付特例申請書を送付し

ます。

　同一の学校に在学されている方は、このハガキに

必要事項を記入し返送いただくことにより、平成

27 年度の申請ができます。（この場合、在学証明書

または学生証の写しの添付は不要です。）

　なお、平成 27 年度は学生納付特例制度を利用せ

ず、保険料の納付を希望される場合は納付書を送付

いたしますので、お手数ですがお近くの年金事務所

にご連絡ください。
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「５月のおすすめの本」
ご案内

おにぎらずアイデア帳
金丸絵里加著/東京書店

　おにぎらずは、にぎらないおにぎりの
こと。はさむ(包む)だけでサンドイッチの
ように切り口を見せてディスプレイする。
「おいしく、かわいく、かんたん」と三拍
子そろった、和・洋・中・エスニックの
バラエティに富んだレシピを紹介。毎日
のお弁当が楽しくなります。

勝ち抜く力
白鵬翔著/悟空出版

　引き受ける部屋がなかった62㎏の少年
が、歴代最強の横綱・白鵬になるまでを
振り返り、自らをステップアップさせた
「勝ち抜く力」をどのように培ってきたか
を綴る。全ての人に勇気と努力と忍耐の
大切さを実感させてくれる感動の書。

お坊さんがくれた涙があふれて止まらないお話
　浅田宗一著 / ＰＨＰ研究所

　「家族・愛する人との絆」をテーマに創
作された 16 の物語の主人公はみな挫折
し、傷つき、絶望を味わいますが、何度
も立ち上がり、あきらめず前に向かって
歩きだします。生きる勇気を与えてくれ
て、自然に涙がこぼれてきます。

なりたて中学生　初級編
ひこ・田中著 / 講談社

　中学校に進学したちょっと弱気なテツ
オは、なりたて中学生ならではの色々な
問題に直面しながらも自分なりに立ち位
置を探り、成長していく。新中学生にな
る時に誰もが経験したあのドキドキ感を
もう一度味わってほしい。

おばあちゃんがおばあちゃんになった日
長野ひで子作 / 童心社

　あこちゃんの家に赤ちゃんが生まれ
て、おばあちゃんがお手伝いに来てくれ
ました。おばあちゃんと触れ合ううちに、
おばあちゃんがいつからおばあちゃんに
なったのか気になって…。あこちゃんと
おばあちゃんの心の交流と赤ちゃんを迎
えた家族のあたたかさを描いた絵本。

　

加藤文太郎
記念図書館

TEL（0796）82-5251

おはなし会　　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。
お子さんと一緒に参加しませんか。
◆5月23日（土）　午後2時～
　『ピンポーン』 他
◆6月13日(土)　午後2時～
　『あっ！　みーつけたっ！！』 他

大人が集うおはなし会　　    
絵本の読み聞かせや物語、詩の朗読
などを参加者でお互いに楽しみます。
◆6月10日（水）　午前10時30分～
　『詩・絵本を楽しみましょう』 他

休館日のお知らせ 　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時
＊リクエストや予約したい本があり

ましたら気軽にお問い合わせくだ
さい。

5 月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

6 月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

は休館日



　
　
　
　

れ
ら
は
石
の
硬
軟
や
性
質
な
ど
を
活
か

し
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
に

は
巨
大
な
古
墳
の
石
な
ど
、
ど
こ
か
ら

ど
の
よ
う
に
し
て
運
ば
れ
た
の
か
不
思

議
な
石
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
石

を
確
か
め
る
と
、
町
内
の
ど
こ
の
石
か

が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。
時
に
は
地
元
に

な
い
石
で
あ
る
場
合
、
い
つ
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
運
ば
れ
た
の
か
な
ど
興
味

が
広
が
り
ま
す
。

　

墓
地
や
神
社
に
参
る
と
、
墓
石
や
石

灯
籠
、
鳥
居
、
玉
垣
、
階
段
な
ど
が
石

で
で
き
て
い
ま
す
が
、
普
段
は
、
そ
れ

ら
が
、
ど
こ
の
、
ど
ん
な
石
か
な
ど
あ

ま
り
関
心
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

よ
く
眺
め
て
み
る
と
、
意
外
に
多
く
の

種
類
の
石
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気

付
き
ま
す
。
古
い
家
屋
で
は
柱
の
土
台

は
す
べ
て
石
で
す
し
、
周
囲
の
犬
走
り

や
石
垣
、
水
が
め
、
砥
石
、
漬
物
石
、

石
臼
、
屋
根
の
葺ふ
き

石い
し

、
石
橋
な
ど
様
々

な
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
や

村
の
周
囲
に
も
五ご

輪り
ん

塔と
う

や
供く

養よ
う

塔と
う

、塚
、

記
念
碑
、
地
蔵
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
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【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

消
費
者
月
間
は
、消
費
者
と
事
業
者
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
消
費
者
問
題
の

啓
発
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
で
は
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

出
前
講
座
や
防
災
放
送
、
啓
発
チ
ラ
シ

の
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
今
年
の
テ
ー
マ

　

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

　

消
費
者
が
主
役
の
社
会
！

◆
昨
年
度
の
相
談
状
況

　

昨
年
度
は
、
１
４
８
件
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
こ
ん
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
無
料
サ
イ
ト
を

見
て
い
た
は
ず
が
登
録
料
を
請
求
さ

れ
た
。

▽
通
販
サ
イ
ト
で
商
品
を
購
入
し
た
が

届
か
な
い
。

▽
「
未
公
開
株
を
、
手
数
料
を
支
払
う

の
で
代
わ
り
に
購
入
し
て
ほ
し
い
」

と
頼
ま
れ
た
。

▽
「
個
人
情
報
が
流
出
し
て
い
る
。
防

ぐ
た
め
に
お
金
が
必
要
」
と
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
。

※
相
談
や
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す
!!

ま
す
。
新
た
な
被
害
が
未
然
に
防
止

で
き
ま
す
。

◆
休
日
・
夜
間
相
談
を
行
い
ま
す

　

平
日
や
日
中
に
相
談
で
き
な
い
方
の

た
め
に
、
休
日
や
夜
間
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。（
要
予
約
）

▽
夜
間
相
談

　

５
月
12
日
（
火
）
午
後
６
時
～
９
時

▽
休
日
相
談

　

５
月
24
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

◆
パ
ネ
ル
展
示
も
行
っ
て
い
ま
す

▽
と
き　

５
月
28
日
（
木
）
ま
で

▽
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

　
　
　
　
　

町
民
セ
ン
タ
ー

く
ら
し
と
ジ
オ
パ
ー
ク
　
　
　     

岩
石
と
そ
の
利
用
を
さ
ぐ
る

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ 60

　
『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か

け
よ
う
！
』
を
テ
ー
マ
に
、
町
内
外

の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）
や
ジ
オ

パ
ー
ク
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇

館
長
が
紹
介
し
ま
す
。

▲様々な石で飾られた境内（田君）

▲石の古塔（湯）

17
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まちの求人案内

　（パート）

平成 27 年 4 月 20 日現在

－問合せ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

浜坂七釜温泉病院

准看護師 不問 200 ～ 210
看護師 不問 200 ～ 220
看護補助者 不問 138
給食調理員 不問 138

㈱たじみや 事務職 45 以下 200 ～ 400
食品工場生産管理 40 以下 170 ～ 250

株本建設工業㈱ 土木技術者 59 以下 165 ～ 408
営業 30 以下 157 ～ 265

㈱マル海渡辺水産 営業・販売業務 64 以下 200 ～ 350
事務員 不問 155 ～ 195

㈱マルワ渡辺水産

店内係 不問 180 ～ 230
鮮魚 不問 250 ～ 280
事務員 不問 230
フロント係 不問 200 ～ 250
製造担当 不問 180 ～ 250
保冷車運転 64 以下 300 ～ 400

㈱菊池組 土木・技術監督 不問 168 ～ 300
土木作業員 不問 170 ～ 190

㈲山本工務店 型枠大工（見習い可） 不問 154 ～ 330
やすこ歯科医院 歯科衛生士 不問 175

㈱田中工業所
浄化槽管理 45 以下 150 ～ 250
配管工 不問 180 ～ 250
土木技術者 不問 180 ～ 250

㈱ヤマグチ 配管工（見習い） 不問 160 ～ 250
特別養護老人ホームはまさかの里 介護職員 不問 142
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 40 以下 132 ～ 142

㈲西浦建築
現場管理者 不問 250 ～ 350
大工見習い 不問 160 ～ 180
大工 不問 280 ～ 380

山陰松島遊覧㈱ 船長候補 30 以下 151 ～ 172
㈱メフィス 給食調理 59 以下 134 ～ 146
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 45 以下 160 ～ 250
㈱リフティングブレーン 食品製造 不問 159 ～ 168
デライトエンジニアリング㈱ 土木技術者 59 以下 280 ～ 550
㈱森昌食品 ゆば加工 不問 131 ～ 132
㈱隆栄水産 一般事務 不問 155
大盛フードサービス 調理、清掃 不問 180 ～ 200
山陰プロパン㈱ 作業員 不問 160 ～ 200
山陰造園土木㈱ 作業員、技術者 45 以下 176 ～ 250
高木医院 看護師 40 以下 190 ～ 240
㈲山米鮮魚 水産加工員 不問 139 ～ 200

（温泉地域）

㈱井筒屋

サービススタッフ 60 以下 211 ～ 256
営業事務 34 以下 147 ～ 188
会計スタッフ 不問 146 ～ 155
フロントスタッフ 不問 146 ～ 164

全但バス㈱ バス運転手 不問 183 ～ 184
社会福祉法人徳和会　
特別養護老人ホームやすらぎの里

介護職 不問 162 ～ 186
栄養士 不問 158 ～ 171

特別養護老人ホームゆむら 看護師 不問 178 ～ 245
㈱たむら 精肉加工・販売 不問 164 ～ 275

㈱朝野家

販売係 不問 140 ～ 150
客室係 不問 194 ～ 216
営業係 不問 140 ～ 150
予約係 不問 140 ～ 150

㈲清美社 下水道維持管理 45 以下 155 ～ 220
アイアンドエフ・ビルディング㈱ 調理 45 以下 210 ～ 254
ケービックス㈱ 現場業務リーダー候補 不問 170 ～ 230

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
㈱温泉町夢公社 調理 不問 140 ～ 160
㈱西沢製作所 溶接工 不問 124 ～ 128
寺谷自動車㈱ 整備士、運転手 不問 137 ～ 200

㈲寺谷建設 現場監督 不問 170 ～ 230
土木作業員 不問 170 ～ 230

㈱光商会 スタッフ 不問 140 ～ 200

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
ヤクルト販売㈱ 宣伝、販売 不問 900 ～ 1,000

（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産
事務員 不問 800 ～ 1,000
店内係 不問 780 ～ 850
フロント係 不問 800 ～ 1,000

浜辺医院 看護師・准看護師 不問 1,000
ミネル㈱ 塾講師 不問 1,200 ～ 1,800

㈱マル海渡辺水産 販売店員 不問 800 ～ 1,000
フロアスタッフ 不問 800 ～ 1,000

㈱メフィス 給食調理補助 59 以下 780
ゴダイ㈱ 販売、陳列、納品 不問 780 ～ 975
㈱北兵庫 運転手 不問 776
特定非営利活動法人にーず 看護職 不問 1,100
㈱隆栄水産 一般事務 不問 850 ～ 900
フジコン食品㈱ 作業員 不問 1,000
㈲ニシオカ石材 作業員 不問 900 ～ 1,000
㈲山米鮮魚 販売、加工員 不問 776 ～ 850
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000 ～ 1,200

（温泉地域）
社会福祉法人徳和会　
特別養護老人ホームやすらぎの里

介護補助員 不問 800 ～ 830
介護職 不問 870 ～ 990

アイアンドエフ・ビルディング㈱ 調理補助 不問 800 ～ 1,200

㈱とみや旅館 客室係補助 不問 900 ～ 1,000
夜間警備員 不問 1,600

湯快リゾート㈱

調理補助 不問 800 ～ 1,125
洗い場 不問 780 ～ 1,038
レストランスタッフ 不問 800 ～ 1,125
施設管理 不問 780 ～ 1,100

㈱井筒屋

販売接客 不問 850
食事会場 不問 950
まかない係 不問 800 ～ 850
料飲係 不問 950

ケービックス㈱ 現場業務リーダー候補 不問 900 ～ 1,000
ホテル内業務 不問 780 ～ 800

㈱寿荘

配膳係 不問 800 ～ 1,000
事務職 不問 800 ～ 850
フロント受付 不問 800 ～ 1,000
夜警係 不問 800

㈱西沢製作所 現場事務 不問 800
㈱ナカケー 販売レジ 不問 800 ～ 950
伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 800 ～ 1,000

　（常　用） 　（常　用）
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新温泉町文化会館だより
－問合せー　新温泉町文化会館 ℡ 82-3328 

新館長が就任しました

文化会館をぜひご利用ください !!

　3 月 31 日付で前館長の中村一美さんが定年退職され、4 月 1 日から新館長として中家憲和さんが就
任しました。

　文化会館の相談室とロビーにテーブルセットを設置し、簡単な打合せや雑談などにご利用いただける
よう開放していますので、お気軽にご利用ください。

ロビー相談室

　　　　　　　《中家館長のあいさつ》
　はじめまして。私、中家憲和といいます。
　昨年度まで浜坂中学校で 5 年間お世話になっていましたが、その節は皆
さんに多大なご理解とご支援をいただきましたこと、深く感謝します。
　4 月 1 日から文化会館館長としてお世話になることになりました。
　地域の皆さんに愛される文化会館、気軽に足を運んでいただける文化会
館として、文化会館が皆さんの交流の場になるよう努めていきます。
　どうかこれまで以上にご支援を賜りますよう心よりお願いします。

　　　　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　池上
　　　　　担当者直通電話　090-4147-2916　　受付時間　月～土　8：00 ～ 18：00

　外での作業が気持ちよい季節になってきましたね。天気が良いう
ちに気になっていた家のこと、片付けてしまいましょう！元気あふれるスタッフが、
サービス料金　一時間 1,500 円（税別）でお伺います。 [ 新温泉町

（旧浜坂町）三谷から、お宅までの往復の燃料代　1km × 50 円や、
材料費等は別途金額となります。（軽トラック使用料　1 回 /1 日　4,500 円、
草刈り機レンタル料　1 回 /1 日　3,000 円）] 　 お見積もり無料
大変込み合っております、お早目の御予約をお願い致します。

【広告】これから忙しくなるにゃ～～♥

のんちゃん

げんちゃん
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みんな大好きホタルイカ
　4月22日、町内の全小・中学校の給食でホタルイカの
フリッター（天ぷら）が提供されました。
　これは、浜坂漁業協同組合の船主組織「浜坂機船底び
き網漁業協会」から無償で 70㎏提供していただき、学
校給食センターで調理したものです。
　浜坂東小学校では、全児童 55 人がそのおいしさを味
わいました。多くの児童が、家でも刺身や辛子味噌和え、
天ぷらなどにしてよく食べるそうで、この日の給食でも
おいしそうに勢いよく食べていました。

　4 月 19 日、但馬牧場公園で「春の装いフェア」として、
但馬ビーフ試食会、ウサギレース、ストラックアウトな
どを行い、多くの子どもたちで賑わいました。
　午後には、５匹のウサギを競争させて１位を当てる「ウ
サギレース」を開催。レースでは、勢いよく飛び出して
も、ゴール手前で立ち止まって草を食べだしたり、コー
スを迷走したり、じゃれあい出したりとハプニングの連
続。来園者は、思うようにいかないレース展開でも、「ガ
ンバレー」「カワイイ」と大きな声援を送っていました。

がんばる？ウサギに声援

広報しんおんせん（5月号）

H27（2015）.5.14

町立高齢者大学　スタート
　4 月 16 日、宇都野学園の入園式及び開講式を浜坂多
目的集会施設で行いました。最初に、新入園生 11 名と
新大学院生 3 名を紹介。式辞では学長である岡本町長
が「自らの知識、技術を向上させながら、一日一日が心
豊かで有意義な学園生活を送ってください」と述べまし
た。また、学園生で組織する自治会の岡島会長が「高齢
者の学びと交流を行う最高の場、生きがい・やりがいを
実感してください」とあいさつしました。今年度の宇都
野学園は 145 名で活動していきます。

　4 月 22 日、とちのみ学園の入園式及び開講式を夢ホ
ールで行いました。学長式辞で町長は「学園生活で生き
がいを見つけ、お元気で活躍されますとともに、仲間と
の交流を通じ、活動の場をさらに広げてください」と述
べました。また、新入生 7 名を代表して中島國夫さん（前）
が「学園生活で、自らの視野を広げ、さらに豊かな人生
経験を重ねたい」と決意を述べました。式終了後は、「町
政の課題と地方創生」と題し、岡本町長が講演を行いま
した。今年度のとちのみ学園は 165 名で活動していき
ます。
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　4 月 8 日、加藤文太郎記念図書館で「大人が集うおは
なし会」を開催し、大人 4 人と幼児 2 人が参加しました。
　今回が初めてのこの催しは、図書館ボランティアの上
島元子さん（浜坂）が発起人。大人にも絵本や物語、詩
をお互いに聞く楽しみ、読む楽しみを感じてほしいと始
まりました。この日は、上島さんお気に入りの絵本作家
や詩人を紹介し、その作品の読み聞かせを行いました。
　今後は、毎月第 2 水曜日の午前に開催します。興味
のある方はぜひ参加してください。

大人が楽しむ読み聞かせ

上山高原まで開通

まちの話題すけっちしんおんせ
ん

すけっちしんおんせ
ん

広報しんおんせん（5月号）

　４月５日、６日の両日、浜坂先人記念館以命亭で、隣
接する西光寺や味原川周辺の桜など春の花の開花に合わ
せ、「お花見会」を開催しました。
　両日とも晴天とはなりませんでしたが、2 日間合わせ
て約 120 人の方々が訪れ、裏庭やテラスで桜を眺めな
がら抹茶とお菓子をいただき、和やかなひとときを過ご
しました。
　来館者からは、「また開催してほしい」との声が多く
あり、大変好評でした。

桜を眺めながら一服

　今年度、町が自転車運転免許証等制度推進市町に指定
され、4 月 9 日、美方警察署と合同で、夢が丘中学校で
自転車教室を開催しました。
　講師は兵庫県交通安全室の職員が務め、教室の前半は、
全校生徒 152 人が交通ルールについての学科講習を受
けました。後半は、1 年生 44 人がグラウンドで実際に
自転車に乗っての実技講習を受け、1 年生全員が自転車
運転免許証を受け取りました。
　この教室は、町内の各小中学校で順次実施します。

　新緑のシーズンを控え、４月に入って、海上から上山
高原に向かって町道約５㎞の除雪を行いました。
　今年は暖冬でしたが、標高約 900m にある上山高原
には、４月中旬でも 2m 近い雪が残っている場所もあり、
ロータリー除雪ドーザーが勢いよく雪を吹き上げていま
した。
　4 月 13 日には上山高原まで開通。今年も多くの方を
迎える準備ができました。

交通ルールを守って
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わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H27（2015）.5.14

ご
案
内

広報しんおんせん（5月号）

I N F O R M A T I O N

お
知
ら
せ

浜
坂
絵
画
教
室 

　
　
　
　
　
　

「
第
７
回
グ
ル
ー
プ
エ
ポ
ー
シ
ュ
作
品
展
」

　

清
水
伸
子
さ
ん
が
指
導
さ
れ
て
い
る

浜
坂
絵
画
教
室
「
グ
ル
ー
プ
エ
ポ
ー

シ
ュ
」の
生
徒
と
先
生
の
水
彩
画
作
品
、

油
絵
作
品
約
40
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
３
日
（
水
）
ま
で

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

※
毎
週
木
曜
日
は
休
館

▼
入
館
料　

大
人
２
０
０
円
、

　

小
人
（
小
・
中
学
生
）
１
０
０
円

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館　

℡
82
‐
４
４
９
０

但
馬
牧
場
公
園

ウ
サ
ギ
レ
ー
ス

　

芝
生
広
場
特
設
コ
ー
ス
で
5
頭
の
ウ

サ
ギ
が
出
走
し
ま
す
。
1
着
を
当
て
て

く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

5
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
２
時

▼
参
加
費　

無
料

▼
受
付　

当
日

牧
場
公
園
杯
　
　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

芝
生
広
場
を
会
場
に
開
催
。
パ
ッ
ト
数

を
競
い
ま
す
。

▼
と
き　

5
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

▼
参
加
料　

２
０
０
円

▼
定
員　

先
着
60
人

▼
申
込
期
限　

5
月
20
日
（
水
）

中
小
企
業
振
興
資
金
　
　

　
　
　
　
　
融
資
制
度

　

町
内
で
事
業
を
経
営
さ
れ
て
い
る
事

業
主
を
対
象
に
、
低
利
の
融
資
を
行
い

ま
す
。
運
転
資
金
や
設
備
資
金
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

か
し
わ
餅
づ
く
り
教
室

　

端
午
の
節
句
に
か
し
わ
餅
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

▼
と
き　

5
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

▼
参
加
料　

２
０
０
円

▼
定
員　

先
着
10
組

▼
申
込
期
限　

5
月
23
日
（
土
）

―
と
こ
ろ
・
申
込
み
―

　

但
馬
牧
場
公
園　

℡
92
‐
２
６
４
１

▼
対
象

◇
町
内
に
１
年
以
上
居
住
し
、
６
か
月

以
上
の
事
業
実
績
が
あ
る
方

◇
町
内
に
事
業
所
を
有
し
、
１
年
以
上

の
事
業
実
績
が
あ
る
方

※
町
税
滞
納
が
あ
る
場
合
、
融
資
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
限
度
額　

１
企
業
あ
た
り
２
千
万
円

▼
用
途　

運
転
資
金
及
び
設
備
資
金

▼
利
率

◇
短
期
融
資
（
１
年
以
内
）
1
・
4
％

◇
長
期
融
資
（
５
年
以
内
）
1
・
7
％

　
　
　
　

  （
10
年
以
内
）
1
・
9
％

▼
返
済
条
件

　

各
金
融
機
関
の
定
め
に
よ
る

▼
取
扱
金
融
機
関　

町
内
の
各
金
融
機

関
及
び
み
な
と
銀
行
香
住
支
店
（
郵

便
局
を
除
く
）

▼
利
用
方
法　

希
望
の
金
融
機
関
に
ご

相
談
の
上
、
申
込
書
を
商
工
会
経
由

で
町
に
提
出

※
融
資
内
容
に
よ
り
、
融
資
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ　

商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

　

℡
82
‐
５
６
２
５
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こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

　

不
眠
が
続
く
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が

ち
な
ど
、
こ
こ
ろ
の
健
康
や
認
知
症
等

に
つ
い
て
の
無
料
相
談
で
す
。
ご
本
人

へ
の
対
応
な
ど
家
族
の
方
も
お
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
予
約
制
で
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
26
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所

▼
担
当　

但
馬
病
院
精
神
科
医
師
、　

　

保
健
師

▼
予
約　

健
康
福
祉
課　

健
康
推
進
係

　

℡
99
‐
２
９
４
０

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

マ
ダ
二
媒
介
感
染
症
の
予
防

　

ダ
ニ（
マ
ダ
二
類
や
ツ
ツ
ガ
ム
シ
類
）

は
、
野
外
の
や
ぶ
や
草
む
ら
な
ど
に
生

息
し
て
い
ま
す
。

　
「
ダ
ニ
」
と
い
っ
て
も
、
家
屋
内
に

生
息
す
る
ダ
ニ
と
は
種
類
が
異
な
り
ま

す
。
人
は
林
業
、
農
業
等
の
野
外
作
業

や
ア
ウ
ト
ド
ア
、
レ
ジ
ャ
ー
の
際
に
マ

ダ
二
類
・
ツ
ツ
ガ
ム
シ
類
に
刺
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
ダ
ニ

は
病
原
体
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
、
咬
ま
れ
る
と
日
本
紅
斑
熱
や
つ
つ

が
虫
病
、
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候

群
等
の
感
染
症
に
か
か
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て
マ
ダ
二

類
等
の
活
動
が
活
発
に
な
る
た
め
、
ダ

ニ
に
咬
ま
れ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

▼
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
た
め
に

◇
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
靴
、
手
袋
等

を
着
用
し
、
素
肌
を
で
き
る
だ
け
出

さ
な
い
。

◇
休
息
す
る
時
は
な
る
べ
く
裸
地
を
選

び
、
草
む
ら
に
直
接
座
ら
な
い
。

◇
ダ
ニ
忌
避
剤
、
防
虫
剤
を
衣
服
に
散

布
す
る
。

◇
帰
宅
後
は
入
浴
し
、
付
着
し
た
ダ
ニ

が
い
な
い
か
点
検
し
、
衣
類
は
洗
濯

す
る
。

▼
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
ら

　

マ
ダ
ニ
を
無
理
や
り
引
き
抜
こ
う
と

す
る
と
一
部
が
皮
膚
内
に
残
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
医
療
機
関

（
皮
膚
科
）
で
処
置
し
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま

れ
た
後
の
数
週
間
は
体
調
の
変
化
に

注
意
し
、
発
熱
等
の
症
状
が
認
め
ら

れ
た
場
合
は
医
療
機
関
で
診
察
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

血
液
検
査
の
ご
案
内

　

性
感
染
症
や
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
早

期
発
見
、
早
期
治
療
、
蔓
延
防
止
の
た

め
、
匿
名
・
無
料
で
次
の
血
液
検
査
を

行
い
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

▼
通
常
の
検
査　

第
２
・
４
火
曜
日　

　

受
付　

午
前
９
時
15
分
～
11
時
15
分

▼
Ｈ
Ｉ
Ｖ
夜
間
検
査

　
（
１
回
目
）
６
月
23
日
（
火
）

　
（
２
回
目
）
10
月
27
日
（
火
）

　

受
付　

午
後
５
時
30
分
～
７
時
15
分

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

―
申
込
み
・
問
合
せ
―

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所　

健
康
管
理
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
６
０

住
宅
の
簡
易
耐
震
診
断
が
無
料
で
で
き
ま
す
！

簡
易
耐
震
診
断
推
進
事
業

　

町
が「
簡
易
耐
震
診
断
員（
建
築
士
）」

を
派
遣
し
て
住
宅
の
耐
震
性
の
評
価
、

耐
震
改
修
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
ま
と

め
た
報
告
書
を
作
成
し
ま
す
。

　

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を
実
施
し
、

地
震
に
耐
え
る
こ
と
の
で
き
る
住
ま
い

づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
対
象
住
宅　

町
内
に
あ
る
住
宅
で
、

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工

（
建
築
）
さ
れ
た
も
の

※
工
法
や
構
造
に
よ
り
対
象
外
の
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◇
個
人
負
担
額　

無
料

◇
申
込
方
法　

指
定
の
申
込
用
紙
で
建

設
課
へ
申
し
込
む
。
申
込
用
紙
は
建

設
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

◇
申
込
期
限　

12
月
25
日
（
金
）

※
予
定
件
数
に
達
し
次
第
終
了

◇
耐
震
性
が
低
い
と
診
断
さ
れ
た
場
合

　

一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
は
、

県
の
「
ひ
ょ
う
ご
住
ま
い
の
耐
震
化

促
進
事
業
」
で
耐
震
改
修
計
画
策
定

費
や
耐
震
改
修
工
事
費
の
一
部
が
助

成
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ

　

建
設
課　

地
域
整
備
係

　

℡
82
‐
３
１
１
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新
温
泉
町
総
合
計
画
審
議
会

公
募
委
員
募
集

　

新
温
泉
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
広
く
町

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
町

民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
を

進
め
る
た
め
、
新
温
泉
町
総
合
計
画
審

議
会
の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

公
募
委
員
は
、
各
分
野
に
お
け
る
各

種
団
体
の
代
表
者
な
ど
町
が
選
任
し
た

委
員
と
と
も
に
、
新
温
泉
町
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、

調
査
、
審
議
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

応
募
資
格
は
次
の
要
件

を
満
た
す
方

◇
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い

て
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
満
18
歳

以
上
の
方

◇
応
募
日
現
在
に
お
い
て
、
本
町
の
審

議
会
等
の
委
員
を
３
以
上
兼
ね
て
い

な
い
方

◇
応
募
日
現
在
に
お
い
て
、
本
町
の
議

会
議
員
及
び
町
職
員
で
な
い
方

◇
新
温
泉
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

関
心
を
持
っ
て
い
る
方

◇
平
日
の
日
中
に
年
間
数
回
程
度
開
催

す
る
委
員
会
に
参
加
で
き
る
方

▼
募
集
人
員　

１
人

▼
任
期

　

平
成
27
年
５
月
～
平
成
29
年
３
月
31
日

▼
謝
金
等　

規
定
に
よ
り
報
償
費
及
び

交
通
費
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

▼
提
出
書
類

◇
公
募
委
員
応
募
申
込
書

◇
小
論
文　

テ
ー
マ
「
新
温
泉
町
の

ま
ち
づ
く
り
と
地
方
創
生
」
字
数

８
０
０
字
程
度
（
用
紙
は
自
由
）

※
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
提
出
期
限　

５
月
21
日
（
木
）
必
着

▼
提
出
方
法

◇
持
参　

企
画
課
又
は
温
泉
総
合
支
所 

地
域
振
興
課
へ

◇
郵
送　

〒
６
６
９
‐
６
７
９
２

　

新
温
泉
町
浜
坂
２
６
７
３
‐
1

　

企
画
課　

企
画
政
策
係

◇
Ｅ
メ
ー
ル

　

 kikaku@
tow

n.shinonsen.lg.jp

▼
そ
の
他　

委
員
に
選
任
さ
れ
た
方
に

は
、
平
成
27
年
度
に
限
り
、
新
温
泉

町
地
方
創
生
推
進
委
員
会
の
委
員
を

兼
ね
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

企
画
政
策
係　

℡
82
‐
５
６
２
４

募
　
集

山陰海岸ジオパーク見学会参加者募集
◆募集人員　各コース先着 23 人
　　　　　　（町内在住・在勤・在学の方） 
　　　　　　※ 8 月 26 日のみ 45 人募集
◆集合場所　山陰海岸ジオパーク館
◆集合時間　 午前８時 45 分出発
◆参加費　　1000 円程度（保険料含む）
◆持ち物　　弁当、飲み物、雨具、筆記用具等
　　　　　　（昼食は道の駅等でとることが可）
◆申込み　　山陰海岸ジオパーク館
　　　　　　℡ 82-5222

月　日 コース 申込締切
  6 月 18 日（木）鳥取城跡と城下町を

訪ねる
  6 月 11 日（木）

  7 月 16 日（木）香住海岸巡り（余部・
鎧・香住海岸）

  7 月   9 日（木）

  8 月 26 日（水）― Ａ Ｐ Ｇ Ｎ シ ン ポ
ジ ウ ム 開 催 記 念 ― 
照来盆地とその成り
立ちを訪ねる

  8 月 19 日（水）

  9 月 25 日（金）京丹後の歴史を訪ね
る

  9 月 18 日（金）

10 月 15 日（木）上山高原と滝見学 10 月   8 日（木）
※コースは場合によって変更することがあります。
※参加料は当日集金。入館料等有料の場合は別途

　湯村温泉街をエリアとした恒例のかくれんぼ
大会の参加者を募集しています。
◆と　　き　６月 21 日（日）
　　競　技：午前 10 時 30 分～ 11 時 50 分
◆募集人員・参加費
　・お　に　350 人（町外者限定）
　　　　　　　大人（中学生以上）　2,000 円
　　　　　　　小人（中学生未満）　1,000 円
　・隠れ人　250 人
　　　　　　　大人（中学生以上）　1,500 円
◆申込方法　温泉総合支所地域振興課から募集
　　　　　　要項を取り寄せて参加費を振込
◆募集期限　５月 28 日（木）先着順
◆問  合  せ　全日本かくれんぼ協会事務局
　温泉総合支所地域振興課内　℡ 92-1131

第１6 回全日本かくれんぼ大会参加者募集
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「
差
別
を
な
く
し
　
　
　
　

　
人
権
文
化
を
す
す
め
る
」

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
募
集

　

お
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
差

別
の
な
い
共
に
生
き
る
明
る
い
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
、
８
月
を
推
進
強
調
月

間
、
12
月
４
日
～
10
日
を
推
進
強
調
週

間
と
し
て
、
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
こ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
人

権
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
差
別
解
消
へ

の
意
欲
を
培
う
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

▼
募
集
作
品

【
ポ
ス
タ
ー
】

①
用
紙　

四
つ
切
り
画
用
紙
（
縦
・
横

　

の
使
い
方
は
自
由
）

②
着
色
具　

自
由

③
文
字　

入
れ
て
も
入
れ
な
く
て
も
自
由

【
標
語
】

①
用
紙　

任
意
様
式

②
記
載
方
法　

通
常
使
用
す
る
文
字
・

　

記
号
な
ど
で
記
載
す
る
。

▼
テ
ー
マ

①
身
近
な
生
活
の
中
か
ら
、
人
権
尊
重

　

の
生
き
方
を
考
え
る
。

②
同
和
問
題
を
は
じ
め
様
々
な
人
権
課

　

題
に
つ
い
て
正
し
く
認
識
し
そ
の
解

　

消
の
方
途
を
考
え
る
。

③
共
に
生
き
る
明
る
い
社
会
の
あ
り
方

　

を
考
え
る
。

▼
応
募
方
法

◇
認
定
こ
ど
も
園
の
園
児
、
小
・
中
・

　

高
等
学
校
の
児
童
や
生
徒
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

会
員
の
方

　

所
属
す
る
園
・
学
校
に
提
出

◇
町
内
に
在
住
・
在
勤
の
方

　

任
意
の
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

　

番
号
を
ご
記
入
の
上
、
生
涯
教
育
課

　

に
提
出

※
各
部
門
１
人
１
点
、
自
作
・
未
投
稿
・

　

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

▼
応
募
締
切　

6
月
24
日
（
水
）

▼
選
考
及
び
表
彰
等　

・
入
賞
作
品
と
し
て
優
秀
賞
と
入
選
を

選
考
し
ま
す
。

・
優
秀
賞
は
８
月
8
日
（
土
）
に
開
催

す
る
「
新
温
泉
町
人
権
を
考
え
る
つ

ど
い
」の
開
会
行
事
で
表
彰
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

　

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
入
賞
作
品
は
、

各
所
に
展
示
す
る
と
と
も
に
、
印
刷

物
な
ど
に
よ
り
広
く
町
民
啓
発
に
活

用
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

生
涯
教
育
課

　

社
会
教
育
係　

℡
82
‐
５
６
２
９

但馬ふるさとづくり協会の助成金交付事業について
　（公財）但馬ふるさとづくり協会では、地域活動団体に対し、下記の支援を行います。

◎美しい但馬づくり支援事業
　自然環境を保護するための清掃活動、野生生物
の生息環境確保、環境学習などに取り組んでいる
団体（5 名以上で組織）を支援します。
◇助成対象となる活動内容（例）
①清掃活動
②花いっぱい運動
③歴史・文化・自然・風土等を活かした景観づくり
④地球温暖化を防止する活動
⑤生物の生息環境確保の活動
⑥自然観察、生物調査等の環境学習
◇助成金額　上限 30,000 円

◎但馬人材（講師）派遣支援事業
　同協会の人材バンクに登録している講師を活用
し、研修会、講演会などを実施する団体を支援し
ます。
◇助成対象となる条件（全てを満たす）
① 1 回につき概ね 10 人以上の受講生がいる
②同協会の人材バンクに登録の講師
③自治体などの類似団体から助成を受けていない
④営利を目的としていない　
◇助成金額　上限 10,000 円

◇手続き　所定の申請書に必要書類を添えて、実施の 1 か月前までに　
　　　　　提出してください。
※助成の対象となる経費には条件があります。詳細はお問い合わせ下さい。
―問合せ―　（公財）但馬ふるさとづくり協会　℡（0796）24-2247
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I N F O R M A T I O N

女
性
会
員
大
歓
迎
！
　

「
は
ば
タ
ン
会
員
」
募
集
中

　
（
公
財
）
兵
庫
県

青
少
年
本
部
で
は
、

平
成
23
年
２
月
か
ら

県
内
10
地
域
に
「
出

会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、

「
良
い
出
会
い
が
あ
れ
ば
結
婚
を
…
」

と
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い

ま
す
。

　

は
ば
タ
ン
会
員
に
な
る
と
、
県
内
の

会
員
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
検
索
で
き
、

お
互
い
が
合
意
す
れ
ば
１
対
１
の
お
見

合
い
の
機
会
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
３
月
末
現
在
の
は
ば
タ

ン
会
員
登
録
者
数
は
、
県
全
体
で

４
５
３
４
人
（
但
馬
１
４
５
人
）、
こ

れ
ま
で
４
０
３
組
（
但
馬
12
組
）
の
成

婚
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

▼
受
付
日
時　

 

水
・
木
・
土
曜
日

　

午
前 

９
時
～
午
後
５
時
15
分

※
祝
日
・
年
末
年
始
休
館

▼
会
員
登
録
料　

 

年
間
５
０
０
０
円

　
（
平
成
27
年
4
月
～
28
年
3
月
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

但
馬
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
（
但
馬
長
寿
の
郷
内
）

　

℡
（
０
７
９
）
６
６
２
‐
７
７
０
１  

春
季
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
及
び
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
と
き

　

６
月
７
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
体
育
セ
ン
タ
ー
体
育
館
、

　

浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

▼
参
加
資
格　

新
温
泉
町
に
在
住
の
方

　
　
　
　
　
　
（
学
生
は
除
く
）

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円　

　
　
　
　
　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
申
込
期
限　

６
月
１
日
（
月
）

▼
問
合
せ

　

新
温
泉
町
体
育
協
会
事
務
局

　
（
浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡
82
‐
４
５
１
２  

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　

「 

カ
メ
ラ
講
座
」
受
講
生
募
集

　

今
年
度
も
カ
メ
ラ
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
講
座
で
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
機

木
の
殿
堂
か
ら
参
加
者
募
集

お
も
ち
ゃ
と
組
み
木
教
室

　

電
動
い
と
の
こ
を
使
っ
て
、
体
を
く

ね
ら
せ
て
動
く
犬
の
お
も
ち
ゃ
を
作
り

ま
す
。

▼
と
き

　

５
月
24
日
（
日
）
午
後
1
時
～
4
時

▼
募
集
人
数　

14
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

１
１
０
０
円

組
み
木
基
礎
講
座

　

組
み
木
の
基
本
的
な
知
識
や
技
術
を

わ
か
り
や
す
く
学
ぶ
「
組
み
木
基
礎
講

座
」
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
30
日
（
土
）、

　

６
月
６
日
（
土
）、
13
日
（
土
）

　

各
日
と
も
午
後
1
時
～
3
時
30
分

▼
募
集
人
数　

8
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

２
２
０
０
円

―
会
場
・
申
込
み
―

　

木
の
殿
堂

　

℡
（
０
７
９
６
）
96
‐
１
３
８
８

能
や
写
真
の
撮
り
方
な
ど
を
指
導
し
て

頂
き
ま
す
。

　

写
真
に
興
味
が
あ
る
方
、
こ
れ
か
ら

始
め
よ
う
か
な
と
思
わ
れ
る
方
も
気
楽

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
内
容

◇
写
真
の
撮
り
方
や
カ
メ
ラ
の
機
能
の

習
熟

◇
デ
ジ
カ
メ
と
パ
ソ
コ
ン
の
活
用

◇
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
の
現
地
撮
影
（
カ

メ
ラ
遠
足
）

▼
講
座
回
数　

年
間
４
回

　
（
６
月
、
８
月
、
10
月
・
２
月
）

※
３
月
に
講
座
生
の
作
品
展
を
開
催

▼
講
師　

猪
坂
悦
司
さ
ん
（
湯
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
募
集
期
限　

５
月
末
日

▼
と
こ
ろ
・
申
込
み

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
　

　

℡
93
‐
０
８
８
８
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国
家
公
務
員
採
用
一
般

職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）

試験区分 受験資格 受付期限 第 1 次試験日 試験地

事務
技術
農業

農業土木
林業

高等学校又は中等教育学校卒
業（平成 28 年３月卒業見込
みを含む）で卒業後２年を経
過していない方

　6 月 22 日（月）～

◎インターネット
　７月 1 日（水）まで
◎郵送又は持参
　6 月 24 日（水）まで

9 月 6 日（日）

京都市
大阪市
神戸市
奈良市

和歌山市
田辺市

問合せ 　人事院近畿事務局　℡（06）4796-2191

平成 27 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集

◇応募方法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真貼付の上、役場総務課総務係へ提出してください。

　　　　　　 ※資格を有する職種については免許の写しを合わせて提出してください。

◇受付期間　5 月 15 日（金）から 5 月 22 日（金）まで

◇面接日時　5 月 26 日（火）午後 5 時 30 分から行います。

◇面接場所　新温泉町役場　２階　第１応接室

－申込み・問合せ－　総務課　総務係　℡ 82-3111

職種 採用人員 職務内容 賃金等 配属先 応募資格等 採用期間 勤務時間等

作業員 1 名 不 法 投 棄 回
収作業業務

日額
8,200円

温泉総合支所

満65歳未満
普 通 自 動 車
免許

平成 27 年 6 月 1 日から
平成 27 年 9 月 30 日まで

午前８時 30 分～
　　　　　午後５時 15 分
社会保険・雇用保険加入

用務員 １名 清掃等業務 日額
6,400円

満60歳未満
普 通 自 動 車
免許

保健師 2 名 保健業務 日額
8,800円

健 康 福 祉 課
（すこやか～に）

満65歳未満
保健師免許

看護師 ２名
病 院 又 は 診
療 所 の 看 護
業務

日額
8,800円

公立浜坂病院
又は診療所

満65歳未満
看護師免許

保育士又
は保育補
助員

1 名 保育業務

保育士または
幼稚園教諭の
免許のある方
日額

7,300円

免許のない方
日額

6,400円

認定こども園

満65歳未満
保 育 士 又 は
幼 稚 園 教 諭
免許

満65歳未満

１日勤務（月～土勤務）
午前 8 時 30 分～
　　　　　　午後 5 時
早出、遅出あり
社会保険・雇用保険加入

指導員 1 名 放 課 後 児 童
指導業務

保育士または
幼稚園教諭の
免許のある方
時給

877円

免許のない方
時給

826円

放課後児童ク
ラブ

満65歳未満
保 育 士 又 は
幼 稚 園 教 諭
免許

満65歳未満

平日は午後１時～６時
（延長の場合は 7 時まで）
土曜及び長期休業期間は
１日勤務
社会保険・雇用保険加入
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編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　

　
　

　
　

　
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （携

帯
電

話
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/ｍ

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
機

種
に

よ
り

一
部

ご
覧

に
な

れ
な

い
ペ

ー
ジ

が
あ

り
ま

す
。

 広
報

し
ん

お
ん

せ
ん

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

電
子

メ
ー

ル
     info@

tow
n.shinonsen.lg.jp　

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

うぶごえ

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

3 月 16 日～ 4 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

●まちのうごき●　
　5月1日現在

（　）内は前月比

人　口 15,620 人 （＋    8）

　男 7,436 人 （＋    1）

　女 8,184 人 （＋    7）

世帯数 5,823 世帯 （＋  19）

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

国民健康保険税
第 1 期納期限 6 月 1 日（月）

税務課　℡ 82-3113

自動車税の納期限は
６月１日（月）です

　納税は、お近くの銀行などの金融機関、
郵便局（近畿２府４県内）、県指定のコン
ビニ、県税事務所でお忘れなく！

豊岡県税事務所　℡（0796）26-3628

＜訂正とお詫び＞　 広報しんおんせん 4 月号の 7 ページ中「再生可能エネルギー導入促進事業補助金について」で、
　募集期間が「4 月 10 日（木）～平成 27 年 3 月 13 日（金）」は「4 月 10 日（金）～平成 28 年 3 月 11 日（金）」、　
　実績報告書の提出期限が「平成 27 年 3 月末」は「平成 28 年 3 月末」の誤りでした。訂正し、お詫び申し上げます。


